
 

企画展「ひきつがれる都市の記憶-江戸東京３万年史」開催のお知らせ 
展覧会会期：２０２１年（令和３）９月１８日（土）～１２月５日（日） 

 

プレスリリース                                                      令和３年 ９月吉日 

東京都江戸東京博物館 

 
 

  

 

 

 

 

今日の東京は何千年、何万年という歴史のなかでつくりあげられたものです。人類がこの地で生活していた痕跡が見つか

っている旧石器時代は、３万年以上前までさかのぼります。想像するにはあまりに長い年月ですが、かつての人々の暮らし

ぶりや社会の様相は、都市開発の過程で発見された遺跡や、人から人へ引き継がれてきた貴重な資料によって明らかにさ

れてきました。 

江戸東京博物館は１９９３年（平成５）に開館して以来、江戸東京の歴史と文化を伝えてきましたが、２０２２年（令和４）４月

から大規模改修工事に入ります。休館を前に、旧石器時代から現代まで、私たちが暮らすこの都市が歩んできた歴史をふり

かえります。 

 

 

１ 会期  ２０２１年（令和３）９月１８日（土）～１２月５日（日）  

開館時間：午前９時３０分～午後５時３０分 ※入館は閉館の３０分前まで 

休館日：月曜日（ただし９月２０日は開館）、９月２１日（火） 
※展覧会会期や閉館時間等の最新情報は、公式ホームページ、Ｔｗｉｔｔｅｒでご確認ください。 

 

２ 会場  東京都江戸東京博物館 常設展示室内 ５F 企画展示室 
※会期中に展示替えがあります。 

※9 月 30 日（予定）まで当館駐車場及び駐輪場がご利用いただけません。 

  車でご来館予定の身体障害者手帳等をお持ちの方は、事前に当館までご相談ください。 

 

３ 観覧料  企画展は常設展観覧料でご覧になれます。 
一般：６００円／大学・専門学校生：４８０円／高校生・中学生（都外）・６５歳以上：３００円/中学生（都内）・小学生以下無料 

 

４ 主催  東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都江戸東京博物館 

 

５ 展示構成および主な資料  
プロローグ 現代によみがえる「歴史」の痕跡 

都市の開発が進むなかで、突如としてかつてそこに暮らした人々の痕跡が姿を現すことがあります。近年では、

新たに開業した高輪ゲートウェイ駅周辺から線路の遺構「高輪築堤(たかなわちくてい)」が発見されました。都市の

景観は変わっても、こうした当時を物語る遺構や資料を通して、歴史を身近に感じることができるのではないでしょ

うか。 

 
東京高輪海岸蒸気車鉄道の図 歌川広重(三代)/画 1871年（明治4） 江戸東京博物館 所蔵 

展示期間：9月18日（土）～10月24日（日） 

 

第１章 旧石器時代から古墳時代まで｜生み出す力、暮らしの工夫 

かつて人々は、石や木、土といった身近な素材を加工し、生活に応じて様々な道具を作りだす術を身につけて

いきました。土の中から発見された当時の品々は、大陸や朝鮮半島の技術や文化も取り入れながら生活を豊かに

していく様子を、現代の私たちへ教えてくれます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

観音塚（かんのんづか）古墳出土 太刀形埴輪（たちがたはにわ）  

古墳時代 江戸東京たてもの園 所蔵 

 

第２章 奈良時代から鎌倉時代まで｜武蔵国と武士の登場 

大化の改新以降、中央集権国家の成立に向けて様々な仕組みが整えられていきました。現在の東京都、埼玉

県、神奈川県の一部にあたる武蔵国は２１の郡からなる大国で、全国に建立された国分寺の中でも、武蔵国分寺

は特に規模の大きいものでした。各郡の文字が刻まれた瓦が出土しており、国分寺の造営に武蔵国内の全郡が

関わったことがわかります。 

また、１０～１１世紀には有力豪族のなかから武士が登場し、勢力を拡大していきました。 

 

 

 
武蔵国分寺跡出土 軒丸瓦（のきまるがわら）・軒平瓦（のきひらがわら）

奈良時代 江戸東京博物館 所蔵 
 武蔵国分寺跡出土 郡名文字瓦〈豊島郡〉  

奈良時代 江戸東京博物館 所蔵 

 

第３章 南北朝時代から戦国時代まで｜江戸の成り立ち 

江戸城は、上杉氏が支配する関東南西部の拠点として、扇谷(おうぎがやつ)上杉家の家臣であった太田道灌

(どうかん)により築かれました。 

その後江戸城は、小田原を拠点に勢力を伸ばしていた北条氏の支配下となりました。しかし、１５９０年（天正 

１８）の豊臣秀吉による小田原攻めで北条氏は敗北し、江戸城は明け渡されました。そして徳川家康は、江戸を本

拠地に定め、江戸城と城下町の整備に取りかかりました。 

 

 

 
太田道灌「山吹の里」の場面（江戸名所図会 後編 十二） 

斎藤幸雄,斎藤幸孝,斎藤月岑/編 長谷川雪旦/画 

1836年（天保7） 江戸東京博物館 所蔵 

 八王子城址出土資料  

安土桃山時代 江戸東京たてもの園 所蔵 

 

第４章 江戸時代｜一大都市への成長とにぎわい 

１６０３年（慶長８）徳川家康が江戸に幕府を開きました。政権の中枢としてふさわしい都市にすべく、全国の諸

大名を動員して江戸城の造営と城下町の整備が開始されました。明暦の大火など度重なる火災に見舞われなが

らも、江戸の町の改造と拡張は続けられ、１８世紀には世界有数の都市にまで発展しました。 

 

 

 
新板武州江戸之図 1666年（寛文6） 江戸東京博物館 所蔵  旧諸侯江戸入行列之図 安達吟光/画  

1889年（明治22） 江戸東京博物館 所蔵 

展示期間：10月26日（火）～12月5日（日） 

 

 



企画展「ひきつがれる都市の記憶-江戸東京３万年史」の広報に関するお問い合わせ 

      東京都江戸東京博物館 管理課 事業推進係 担当：早川、丸山、三井 

〒１３０-００１５ 東京都墨田区横網一丁目４番１号 

TEL：０３-３６２６-９９０７  FAX：０３-３６２６-８００１  E-mail：kouhou@edo-tokyo-museum.or.jp 

第５章 明治時代から現代まで｜近代国家としての首都東京 

明治時代の幕開けにより、かつての城下町は近代的な都市へとつくり替えられていきました。しかし１９２３年

（大正１２）に関東大震災が発生。復興をきっかけに交通が発達するとともに東京市は郊外へ範囲を広げ、３５区と

なりました。 

こうして復興を遂げた東京を、度重なる空襲が襲いました。再び壊滅的な被害を受けながらも、戦後の復興と 

１９６４年（昭和３９）の東京オリンピック開催により、今日においても欠かせないインフラが整えられました。東京を

象徴する新たなランドマークが次々と誕生し、今も都市の発展は続いています。 

 

 

 
ワシントン・ハイツ（東京空撮写真） 佐藤翠陽/撮影  

1957年（昭和32） 江戸東京博物館 所蔵 
 東京オリンピック日本代表選手用公式ブレザー  

1964年（昭和39） 江戸東京博物館 所蔵 

 

エピローグ ひきつがれる「歴史」とともに 

災害や戦争、繰り返される都市開発により東京は絶えず変化を続けてきましたが、歴史的な建造物やその地域

の歴史を物語る様々なスポットは、価値を問い直されながら保存や活用が図られています。今日の東京に改めて

目を向けてみると、長く親しまれてきた名所と新たなランドマークが共存しながら発展を続ける東京の姿が見えて

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本橋(夜明)  川瀬巴水/画   

1940年（昭和15） 江戸東京博物館 所蔵 

展示期間：9月18日（土）～10月24日（日） 

 

 

６ 関連イベント・その他  

えどはくカルチャー「企画展関連講座：都市の中の歴史をめぐる」 

【日時】１１月１１日（木） 午後２時～３時 

【講師】津田 紘子（当館学芸員） 

※事前予約制。申込締切日１０月２２日（金）。 

応募方法や受講料などは、えどはくカルチャーのページをご覧ください。 

http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/event/culture/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/event/culture/


企画展「ひきつがれる都市の記憶-江戸東京３万年史」に関するお問い合わせ 

東京都江戸東京博物館 管理課 事業推進係 担当：早川、丸山、三井 

〒130-0015 東京都墨田区横網一丁目４番１号 TEL：03-3626-9907  FAX：03-3626-8001 

Mail：kouhou@edo-tokyo-museum.or.jp 

プレスプレビューのご案内 

令和３年 ９月吉日 

 東京都江戸東京博物館 

 

 

企画展「ひきつがれる都市の記憶-江戸東京３万年史」 

プレス・プレビューのご案内 
（展覧会会期：２０２１年（令和３）９月１８日（土）～１２月５日（日）） 

 

 

東京都江戸東京博物館（東京・両国）では、２０２１年（令和３）９月１８日（土）～１２月５日（日）まで、企画展「ひきつ

がれる都市の記憶-江戸東京３万年史」を開催いたします。 

つきましては、一般公開に先立ち、下記のとおりプレス・プレビューを開催いたします。 

ご多忙の折とは存じますが、ご出席賜りますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

【日時】 ２０２１年（令和３）９月１７日（金） 午後２時３０分～午後４時００分 

【会場】 東京都江戸東京博物館 常設展示室内 ５Ｆ企画展示室 

【内容】 午後２時２０分 受付開始（※受付は事務棟入口で行いますのでご注意ください。下記地図参照）  

※受付で「プレス腕章」をお受け取り後、随時 企画展示室まで職員がご案内いたします。 

※プレビュー開始前の会場撮影はできません。 

 

 

        

 



プレスプレビューに関するお問い合わせ 

東京都江戸東京博物館 管理課 事業推進係 担当：早川、丸山、三井 

TEL：03-3626-9907  FAX：03-3626-8001 Mail：kouhou@edo-tokyo-museum.or.jp 

 

 

返信用紙 

 
 

企画展「ひきつがれる都市の記憶-江戸東京３万年史」  

プレスプレビュー受付 

 

ファックス 03-3626-8001 
 

大変お手数ではございますが、ご出席いただける場合は、必要事項を明記の上、 

９月１６日（木）までに上記ファックスへご返送くださいますようお願い申し上げます。 

※ご参加いただける場合は、こちらの用紙を FAX またはメールでお送りください。 

 

ご出席 

貴社名        

 

貴媒体名・ご所属名   

 

ご芳名         

 

ご住所           〒      －      /    

 

TEL / FAX                               / 

 

メールアドレス  

 

   

 

 

 

 

 


	ファックス 03-3626-8001

